












目的 

Reye 症候群患児の血清脂質の中で短鎖脂肪酸の増加が注目され，特に 4-pentenoic acid

が同様の病態を引き起すことからも関心がもたれている。Trauner らは Albino rabit に炭

素数 8 の脂肪酸である octanoic acid を投与し,Reye 症候群と同様の生化学的・病理学的

変化を認めたと報告している。今回我々もこの点に関して詳細な追試実験を行い,Reye 症

候群との類似性を検討したので報告する。 


